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支
部
だ
よ
り

第

１７

号

表
千
家

芝

賞

新

年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
大
阪
。関
西
万
博
が
大
き
な
話
題
と
な
わ
て
お

り
ま
し
た
が
、
皆
様
は
参
加
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
？
徳
島
県
支
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十
月
二

十
六
日
に
、
四
国
地
区
徳
島
大
会
が
立
江
寺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
要
淑
の
ガ
エ
嫁
拶

文
贄

七
條

明

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
８
年
、
本
年
も
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶
の
時
に
、
「支
部

活
動
の
若
返
り
計
画
を
願
っ
て
」
と
書
き
ま
し
た

が
、
本
年
は
支
部
役
員
任
期
が
３
月
末
で
す
。
再

任
さ
れ
る
方
が
大
勢
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
私
の
よ
う
に
今
任
期
末
で
支
部
長
退
任
の

希
望
を
出
し
て
い
る
者
も
お
り
ま
す
。

か
ね
て
申
し
上
げ
た
通
り
時
期
支
部
長
に
は
、

支
部
顧
間
の
大
塚
太
郎
氏
を
憂
爪
都
本
部
お
家
元

様
方
に
は
す
で
に
承
認
済
み
】
ど
う
か
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
私
は
、
平
成

１６

年
３
月
に
、

不
審
奄
お
家
元
よ
り
入
門
の
お
許
し
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
２
０
０
４
年
３
月
か
ら
、
表
千
家
同

門
会
徳
島
県
支
部
顧
問
と
な
り
、
一即
仕
支
部
長
が

何
か
の
ご
都
合
で
支
部
活
動
に
参
加
出
来
ず
、
当

初
か
ら
支
部
長
代
行
を
務
め
ま
し
た
。

そ
の
後
前
支
部
長
が
任
期
３
年
で
退
任
さ
れ
、

私
が
５
代
目
表
千
家
同
門
会
徳
島
県
支
部
長
と

な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
以
後
本
年
３
月

末
で
ち
ょ
う
ど

２‐

年
間
の
歳
月
に
な
り
ま
す
。

２‐

年
間
の
徳
島
支
部
で
の
主
な
仕
事
は
、
四

国
大
会
を
３
回
、
初
釜
や
月
公立、
春
秋
合
同
茶
会
、

茶
究
供
養
法
要
等
々
で
し
た
。
今
和
５
年

ｍ］
月

に
は
表
千
家
全
国
大
会
・阿
波
徳
島
大
会
で
し
た
。

３
年
余
リ
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
関
係
で
、
支
部
活

動
が
非
常
に
厳
し
い
中
で
し
た
が
、
１
年
延
期
、

又
、
１
年
延
期
と
な
り
結
果
的
に
３
年
後
に
、
何

と
か
全
国
大
会
を
成
功
さ
せ
、
大
き
な
評
価
を
賜

り
ま
し
た
。

そ
の
全
国
大
会
会
場
で
の
徳
島
城
博
物
館
で

は
、
文
化
財
保
護
制
度
や
消
防
法
の
関
係
で
、
風

炉
釜
で
電
熱
機
器
使
用
と
な
り
、
電
気
コ
ー
ド
が

見
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
急
返
、
京

都
本
部
と
調
整
を
し
て
炉
釜
に
変
更
し
て
電
気

コ
ー
ド
が
見
え
な
い
工
夫
を
し
ま
し
た
。
結
果
的

に
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

色
々
と
支
部
長
と
し
て
京
都
本
部
と
支
部
と

の
間
で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

２‐

年

余
り
、
支
部
皆
様
方
の
ご
指
導
ど
支
援
と
色
々
な

苦
労
を
お
掛
け
し
て
、
至
ら
ぬ
私
を
支
え
て
頂
き
、

２‐

年
が
終
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

私
を
お
支
え
頂
い
た
支
部
会
員
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
歴
代
の
副
支
部
長

様
、
そ
し
て
歴
代
事
務
長
様
方
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
当
時
特
別
参
与
だ

っ
た
故
森
高
先
生

や
、
当
時
か
ら
今
も
お
元
気
な
特
別
参
与
の
漬
田

恒
子
先
生
に
は

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
支
部
役
員
の
皆
様
、
同
門
会
会
員
の
皆
様
、
関

係
各
位
の
お
陰
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。昨
年

俯］
月

啄仲
日
の
立
江
寺
で
の
四
国
徳
島

大
会
も
庄
野
副
支
部
長
の
ご
支
援
を
得
て
、
成
功

裡
に
終
え
ま
し
た
。
植
田
副
支
部
長
ご
夫
妻
様
に

も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

表
千
家
同
門
会
徳
島
県
支
部
は
会
員
数
が
二

百
五
十
名
ほ
ど
の
全
国
で
も
小
さ
な
支
部
で
す

が
、
支
部
参
与
の
皆
様
方
だ
け
で
な
く
、
幹
事
や

幹
事
補
佐
の
皆
さ
ん
が
方
も
し
っ
か
り
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
表
千
家
同
門
会
徳
島
県
支
部
の
活
動

は
、
会
員
減
少
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
青
年
部
組

織
や
学
校
茶
道
の
普
及
啓
発
な
ど
必
要
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●
と

牟
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支
部
長
と
し
て
最
後
の
仕
事
と
し
て
企
業
で

の
茶
道
部
設
置
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

大
塚
製
薬
グ
ル
ー
プ
や
阿
波
製
紙
ｍ
で
も
大

塚
太
郎
支
部
顧
間
二
一一木
康
弘
副
支
部
長
が
頑
張

っ
て
頂
い
て
会
員
増
強
中
で
す
。

又
、
私
の
地
元
上
板
町
で
も
昨
年
か
ら
技
の
館

で
、
表
千
家
茶
道
教
室
を
内
田
会
の
横
田
紀
子
さ

ん
と
丸
大
清
作
支
部
幹
事
さ
ん
の
ご
指
導
で
始

め
ま
し
た
。

今
後
の
支
部
活
動
に
は
各
市
町
村
で
公
民
館

講
座
と
し
て
吉
野
川
市
鴨
島
町
の
よ
う
な
表
千

家
茶
道
教
室
の
設
置
運
営
等
も
会
員
増
強
の
有

効
な
手
段
と
思
い
ま
す
。

初
釜
以
後
も
好
日
会
や
支
部
行
事
を
今
年
も

宜
し
く
お
願
い
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
支
部
長
と
し
て
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り

ま

し
た
。

令
和

７
年
舟
讐
罵
郡
告

○
支
部
初
釜

（１
月

１２

日
）

昨
年
よ
り
通
常
の
濃
茶
席
が
戻

っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
堂
に
集
合
し
て
支
部
長
よ
り

年
始
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
新
た
に
顧
問
と
な

ら
れ
ま
し
た
大
塚
太
郎
さ
ん
の
紹
介
と
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
以
前
と
同
様
の
初
釜
の
風
景
が

戻
り
、
皆
で
濃
茶

・
薄
茶

・
点
心

・
福
引
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
支
部
利
休
忌

（３
月
２
日
）

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
４
階
和
室
に
て
利
休
忌
を

６
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
利
休

居
士
像
画
賛
に
供
茶
の
後
、
茶
カ
フ
キ
を
行
い
ま

し
た
。
久
々
の
実
施
と
な
り
、
初
め
て
参
加
さ
れ

た
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
３
月
１
日
に
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
資
格
者
講
習
会

（４
月
１２

日
）

○
支
部
総
会
上

般
講
習
会

（４
月
１３

日
）

吉
水
忠
雄
宗
匠
と
高
橋
克
則
先
生
を
お
迎
え

し
て
、
両
日
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。‐２

日
の
奮
林
署
畿
中習
会
で
は

「初
山屡

「茶
カ

ブ
キ
」
の
実
技
指
導
と
台
胤
撤
卦
］。

‐３

日
の
支
部
の
総
会
で
は
、
七
條
支
部
長
の

ご
挨
拶
の
後
、
甚
寿
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の

紹
介
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
令
和

６
年
度
の
行
事
報
告

・
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
続

い
て
令
和
７
年
度
行
事
計
画

・
予
算
案
が
読
み
上
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げ
ら
れ
、
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
の
支
部
特
別
功
労
者
と
支

部
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後

「怪
斎
の
話
」
の
講
話
を
い
た
だ
き
、

午
後
か
ら
は
場
所
を
和
室
に
移
し
て
、
「花
所
望
」

「長
緒
名
薄
茶
」
の
実
技
を
御
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
春

の
合
同
茶
会

（４
月

１９

日
）

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
３
階
に
て
、
一異
千
家
淡
交
会

と

‐９
　
・
２０

日
の
二
日
間
春
の
合
同
茶
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
表
千
家
同
門
会
は
樋ワ
日
を
担
当

し
ま
し
た
。

春
は
毎
年

〃立
礼
〃
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し

○
観
菊
茶
会

（
ｌｏ

月

１２

日
）

徳
島
城
博
物
館
の
茶
室
に
て
観
菊
茶
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

観
菊
茶
会
は
毎
年
竹
台
子
の
中
置
の
点
前
で

し
た
が
、
今
回
は
長
板
で
お
点
前
を
行
い
ま
し
た
。

花
は
な
ご
り
の
時
期
な
の
で
、
た
く
さ
ん
入
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
海
棠

白
蓼
藤
袴
吾
亦
紅

ぬ
ば
た
ま

3

■

よ

合
同
茶
会
　
会
記

掛
物
一　
而
妙
斉
筆

一
行

青
山
緑
水

一化
　
　
浪
速
茨
　
ゆ
き
も
ち
草

花
入
　
稲
塚

杏́
合

盆
知
亀

而
妙
斎
好
　
布
目
立
礼
卓

釜
　
　
瓢
釜

水
指
　
黄
交
趾
　
牡
丹

茶
器
　
煤
竺
張

広
雪

而
妙
斉
箱

一余
碗
　
白塾
心野
　
即
中
斎
箱

替
　
　
色
絵
稲
荷
山
　
即
中
斉
箱

茶
杓
　
中烈
里
ａ
日
作
　
ニ
ツ
節
　
銘
木
賊

建
水
　
エ
フ
コ
型
　
即
中
斎
箱

蓋
置
　
一染
付
写

菓
子

草
餅

茶

　

小
倉
山

更
盆
　
怪
斎
好
黒
四
方
吏
盆

火
入

色
絵

煙
草
入
　
切
箔

煙
管
　
吸
江
斎
好

□
丘
谷
里
作

敬
典
作

御
室
焼

と一熊永
杢

迫

浄
益
作

審
海

昭
栄
堂
製

立
石
園
詰

湖
彩
作

≧

膠

呼
―

・ 〔―、々
―

一
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〇
四
国
地
区
徳
島
大
会

（
ｌｏ

月

２６

日
）

小
松
島
市
の
立
江
寺
に
て
猶
有
斎
宗
匠
が
献

茶
を
御
奉
仕
さ
れ
、
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
前
日
少
し
雨
雲
が
か
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
が
昇
る
に
つ
れ
て
天
気
も
回
復
し
、

約
五
百
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
日
の
２５

日
の
夕
方
に
は
グ
ラ
ン
ブ
イ
ジ

オ
ホ
テ
ル
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
多
く
の
人
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【拝
服
席
】

拝
服
席

於
　
一上
江
寺
　
柊
の
間

掛
物
中　
印
“
聾
昼
半
戸
何
　
・Щ
呼
万
歳
声

花
入
　
即
中
斎
作
一　
竹

一
重
切
　
一銘
和
心
　
上
盆
伸

一杏
入含
　
怪
斎
好
桐
ク
フ
ラ
菩
提
樹
絵

〓
一十
ノ
内
在
判
箱
書
付

釜

　

ね響
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
嘉
作

而
妙
斉
好

布
目
一立
礼
卓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
専
堂

水
指

賠
独
壕
偉
絵
袋
形

一匹
整
巫
ボ
旦
箱

　

陽
炎
園
造

本
器

一曇
灰
堕
犬
棗

帥留
Ⅱ
慰
望
局

　
　
　
盗
こ
ユ

茶
碗

旦
入
作

赤

伝
蜂
須
賀
昭
順
所
持

土
令
伸

替

　

臆
秘
舛
禦
里
凡

而
淋
笠
巫
堡
驀
日
　
　
陽
禿
園
作

盃
句

塗

倉

作

篭

侃

土
衛

建
水

除
々
斎
好

海
松
桶
　
　
　
　
　
　
　
　
利
斎
作

蓋
置

・萩
焼

工立
鼓
　
印
由
毒
紐
糊
型
相
　
　
　
新
兵
衛
作

菓
子
器
　
一二
宝
　
工立
江
寺
什
物
　
　
　
　
　
　
　
「

菓
子
　
一郎
研
　
工上
江
寺
　
寺
紋
　
　
　
　
　
　
一昌
士
屋
製

茶

　

猶
こ
疸
否
赫
解
川
清
友
の
白
　
　
　
柳
営
興
詰

吏
盆
　
一邪
個
好
　
釣
瓶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
閑
作

火
入
　
眠
半
焼
　
責
釉

煙
管
　
吸
江
斎
好
　
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
雲
作

4
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【薄
益
但

薄
茶
席

於
　
エユ
江
寺
　
敦
埋

揚

猶
寡

奎

行

一羅

父

寿

尾

言

花
入

覚
々
斎
好

手
付
籠

即
空
ヱ昼
窒
犀
山　
　
一
閑
作

香
合
　
宝
槌
　
怪
斎
在
判
　
同
箱
書
付
　
　
　
　
　
一
閑
作

埋
昇

膳暴

舶泣

公藪

シ
キ
テ

風
炉
・釜
占
娼
迦
鳳
“回
何
枠
媚

如
心
斎
好
　
ル
イ
座
富
士
　
怪
斎
箱
書
付

浄
長
作

切
ハ
ク
桐
腰
風
炉
先
屏
風

而
妙
斎
在
判
同
箱
書
付
　
士
■
狂
衛
作

捲

重

廃

籍

引

怪
璽

局

太
郎
養

搾

茶
器

而
妙
斎
好
粒
菊
蒔
絵
大
棗

同
在
判
箱
書
付

近
左
作

統

日
添

げ

里
筋

塗

呈

騨

廼

青

日

替
　

弘
芥

＝

赤

筆

鼻

川

埋

蜜

局

替
　
　
乾
山
写
　
銘
老
松

猶
有
斎
箱
書
付

一裔

評

存

竹

銘
曇

共
驀

れ撃
水
　
大
樋
焼

エ
フ
ゴ
形
七
ツ
ノ
内
怪
斎
箱
書
付
　
九
代
長
左
術
開
作

蓋
置

圭具
益
阻
ツ
ボ
ツ
ボ
透
六
角

印Ｈ
曇
塁
坐
鳥
日
即
全
作

菓
子
器

士勲
爆
　
ヤ
ン
ポ
形
　
即
中
所
箔
青
付

一果
↓十
　
澤
鹿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
鹿
文
明
堂
製

茶
　
　
小
倉
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
政
小
山
園
詰

真
盆
　
一邪
個
好

木
瓜

怪
斎
在
判
同
箱
書
付

十
一一代
一
閑
作

火
入
　
怪
入
作
・
鉢
の
子
　
ホ
ヤ
浄
益
　
怪
斎
箱
書
付

更
入

椰
子
の
実

怪
斎
在
判
同
箱
書
付

煙
管
　
吸
江
斎
好
　
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

5
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【立
礼
席
】

立
礼
席

於
　
工立
江
寺
　
士言
掻
例
の
間

掛
物
一　
即
中
斎
筆

一
行

福
海
寿
山

軸
先

一
閑

花
入
　
如
心
支興
挫
低
写
　
置

怪
斎
箱
書
付
　
　
　
浄
益
作

香
合
　
而
妙
斎
好
　
一徊
直
上
溜
丸
　
平
成
二
年
御
大
典
記
念

吉
兵
衛
作
紙
釜
敷
シ
キ
テ

釜

　

瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
宗
三
郎
作

而
塑
疱
姓
屋
向
立
礼
卓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
宮
作

水
指
一　
宣
◇掲
焼
　
住
吉
菱
　
即
中
斎
好
　
一
一十
ノ
内

茶
器
　
一稲
妻
棗
　
ヨ習
蔓
駆
堅
言
側
　
　
　
　
　
　
　
近
左
作

茶
碗

覚
入
作

里
〔
銘
松
の
緑

”型
埋
巫
窒
屏
四

替

　

花
丸

猶
有
斎
箱
書
付
　
　
　
　
　
　
　

型̈
盆
造

茶
狗
一
嵯
峨
の
竹

銘
時
雨
　
尋
牛
支駆
望
鳥
日

建
水
　
捏
斎
好

毛
織
写
鉄
鉢
形

ＨＨ赳
埋
駆
聾
言
側
　
浄
益
作

蓋
置
　
琴
浦
焼
　
色
絵
七
宝
　
即
中
斎
箱
書
付

菓
子
器
　
出
雲
焼
　
・俵
鉢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
郷
作

菓
子
　
焼
き
も
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
の
屋
製

茶

　

猶
有
笠昼
蚕
Ｌ
御
好
　
一二
日
月
の
白
　
上
林
春
松
園
詰

吏
盆
　
手
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
園
作

火
入
　
染
付
毯
唐
草
　
灰
落
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
全
造

ｒ
・
■
Ｖ
・
ヽ
‘

ヽ

亀ユ蓋.,
藤 智

戸

夢

守
‘

一 ととと
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○
秋
季
合
同
茶
会

（
Ｈ

月
３
日
）

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
て
裏
千
家
淡
交
会
と
合

同
で
秋
の
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
猶
有
斎
家
元

襲
名
記
念
と
し
て
支
部
に
い
た
だ
い
た
軸
を
掛

け
て
、
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
し
た
。

表
千
家
同
門
会
は
和
室
を
担
当
し
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し

て
会
場
の
一
角
に
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
希
望

者
に
自
分
で
お
茶
を
点
て
て
、
い
た
だ
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。

○
茶
第
供
養
法
会
茶
会

（
１１
月
３０
日
）

瑞
巌
寺
に
て
茶
究
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

裏
千
家
淡
交
会

が
茶
席
を
担
当
さ

れ
ま
し
た
。

お
天
気
も
良
く

多
く
の
方
が
役
目

を
終
え
た
茶
究
を

持

っ
て
こ
ら
れ
て

お
り
、
法
要
に
も

多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和

７
年
浩
怪
丞
買

照
本

一畳
二
子

林

　

功
子

竹
田
　
美
代
子

亀
井
　
か
よ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

替岡渠幹渥

傘享華暑墾

麹

鎌
田
　
裕
子

7

秋
本す合
同
茶
会

会
記

撤
靱

猶
⊆

昼
三

行

開
璽

窪

褒

風
望

母

花

　

一柏
葉
あ
じ
さ
い
　
西
王
母

花
入

竹

一
重
切

銘
松
籟

尋
午
所
在
判

香
合
　
乾
山
写
　
紅
葉
香
合
　
即
中
斎
箱
　
　
　
　
丞ヽ
恭
造

釜

　

銃
北
釜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
典
作

炉
縁
　
宣
塗

如
心
斎
好
〓柔
捻
梅
風
炉
先
屏
風

棚

　

一員
建
阜

水
指
　
怪
所
焼
　
桶
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
炎
園
作

茶
器
　
朱
金
　
紅
葉
蒔
絵
　
而
妙
斎
箱
　
　
　
　
　
近
左
作

茶
碗
　
弘
入
作
・　
赤
　
銘
吉
野
川
　
怪
斎
箱

替
　
　
志
野
織
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
全
造

茶
杓
　
）禾
中
斎
作
　
銘
か
り
が
ね

建
水

備
前
焼

蓋
置

仁
清
写
　
独
楽
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
雲
作

菓
子

ぎ
ん
な
ん
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
栄
堂
製

茶
　
　
小
倉
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エユ
石
園
詰

更
盆
　
ヌ泰
手
付

火
入
　
紫
交
趾
　
一鱗
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
書
体
＝

煙
草
入
　
タ
ト
ウ

煙
管
　
如
心
斎
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
雲
作

饉鶏
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支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

歴
代
丞
邪
柑
子

歴
代
家
元
冊
子
、
第
十
二
冊
目
の
『怪
斎
』
が

昨
年
発
刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
徳
島
県
支
部

事
務
局
ま
た
は
、
表
千
家
北
山
会
館
　
圭
基
綿
距布

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
城
椰
物
館
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

現
在
、
土
日
祝
限
定
で
徳
島
城
博
物
館
に
て
呈

茶
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
体
験
学
習

徳
島
城
博
物
館
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
子

ど
も
体
験
学
習
事
業
の
一
企
画
と
し
て
「茶
の
湯

は
じ
め
の
一
歩
」
と
題
し
子
ど
も
を
中
心
と
し
た

大
人
も
参
加
で
き
る
体
験
会
を
実
施
し
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
今
年
も
実
施
予
定
で
す
の
で
、
友
人
・知
人

に
お
声
が
け
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
月
３
日
に
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た

「子
ど
も
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
」
の
茶
道
体
験
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
２０

名
程
に
参

加
い
た
だ
き
、
お
茶
を
点
て
る
体
験
と
お
茶
に
つ

い
て
の
説
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

好
日
会
含
屈
紺
墾
豊
ё

知
蟄
里
寸
に
て
、
第

一
日
曜
に
は
各
先
生
方
に
釜

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
好
日
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
道
具
や
お
菓
子
に
様
々
な
趣
向
が
あ
り
、

道
具
の
と
り
合
わ
せ
な
ど
も
学
べ
る
機
会
で
す

の
で
皆
さ
ま
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

回
理
百
量
菓

不
審
奄
入
門
者
で
、
先
生

（同
門
会
四品

の
紹

介
が
あ
れ
ば
申
込
み
で
き
ま
す
の
で
、
支
部
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
国
地
区
香
川
大
会

四
月
十
二
日
（日
）善
通
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
茶
券
必
要
な
方
は
事
務
局
に
連
絡
願
い
ま
す
。

同
門
会
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
９
年
占
管
堅
夏
蚕
彰
に
つ
い
て

甚
寿
表
彰
は
該
当
者
本
人
か
ら
直
接
本
部

ヘ

申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
９
年
度
表
彰
の
対
象
者
は
次
の
方
々
で
す
。

○
昭
和

２６

年
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て

２０

年
以
上
在
籍
（平
成

１９

年
以
前
に
入
会
）
の

方
は
京
都
で
の
冒
批寿
お
祝
い
の
会
」
に
て
表
彰

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日
欠
席
の
方
は
、

支
部
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

○
昭
和

２５

年
以
前
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に

継
続
し
て
２０

年
以
上
在
籍
の
方
は
、
支
部
総
会

の
席
上
に
て

冒
前寿
表
彰
」
を
行
い
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
、
夏
頃
の

「同
門
」
誌
に

広
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
対
象
と
な
る
方
は

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

亮
士〓
奎
訴
塁
翌
日は
秋
頃
送
付
い
た
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
本
部
ま
た
は
支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
千
家
同
門
会
　
本
部
事
務
局

〒６０２．００７２
諫郷柳糧淋無椿絶内通堀川東入

電
話
　
０
７
５

（４
３
２
）
２
１
９
５

表
千
家
同
門
会
　
徳
島
県
支
部

２．
１７
　
鳴
門
市
撫
養
町
工善
石
字
元
地
１
３
８

ｗ
ｏｏ
　

　

　

　

奨

玲
秀

電

話

　

０

７

０

‐

２

９

０

２

‥

２

３

４

２
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